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B 細胞特異的アダプタータンパク質である BASH（BLNK/SLP-65）は、抗原受容体（BCR）シグナルによるカ

ルシウム系及びMAPキナーゼ経路の活性化に必須であり、B細胞分化・活性化に重要な役割を担っています。

また、BASH はアダプターとして様々なシグナル因子と結合し下流へとシグナルを伝えますが、中でも機能的

にも重要な BASH の N 末端側に結合するタンパク質である BNAS2 は、細胞質内に局在し、BASH の機能を

促進することが示唆されています。 
本抗体はマウス BNAS2 の機能解析に役立つとともに、抗原受容体シグナル経路の研究にも有用であると考

えられます。ウエスタンブロッティング、免疫沈降及び免疫細胞染色に使用可能です。 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

研究用試薬

抗 マウス BNAS2 ポリクローナル抗体 
BNAS2 : BASH N terminus associated protein 2 

 

容量 25µg（100µL/vial） 
形状 ウサギポリクローナル抗体 0.25mg/mL、凍結品 
バッファー PBS [2%ブロックエース（安定化蛋白）、0.1%proclin 含有] 
保管方法 －20℃以下 

抗体を低濃度にて冷蔵保管されますと、失活する恐れがあります。 
融解後は 4℃で保存し、お早めにご使用下さい。 
また凍結融解を繰り返すことは避けて下さい。 

製造方法 マウス BNAS2 の部分ペプチドを免疫して得られたウサギの抗血清より、ペプチドアフィ
ニティーカラムにて精製。 

使用濃度  ウエスタンブロッティング：1～2µg/mL 
免疫沈降法：1µg 
免疫細胞染色：1µg/mL 

免疫沈降後のウエスタンブロッティング像 
 
Sample ： T7 タグを付加したマウス BNAS2 発現ベクターを

導入した Cos7 細胞の抽出液 

 

① 抽出液のまま 

② ウサギ IgG で免疫沈降したもの 

③ 抗マウス BNAS2 抗体で免疫沈降したもの 

 

（各 Sample をフィルターにブロットした後、抗 T7 抗体により

検出した） 

 

提供 ： 東京理科大学 生命科学研究所 
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（約 21kDa） 

IgG L 鎖 
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